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をヽ  示                                   x 企ての車両|す 1■式以 上の安全ベルトの装昔を義弯づける.

本競技 |よ 、 ¬キr七 日法 人日本自動車違盟 uAF)公 認のt,と |こ 国際自動車連盟  ※ Sc D車 両について 触媒装置″,姜着を義務づける.

(FIA)の 国際モータースホ ーツ競技規ロリおよひそのイ.ナ 則に準拠し爛 A「 国内競  第12条   参加資格

技規り|およ0その付員12016年 日本
'ム

カーナ′/ダートトライアル選手権規定    l公 安委員会発給t/普通自動市運転免許以上 及 lAFttT.● )競技逓

":者2016年全日本
'ノ

、カー「卜・ ダートトライアル選手権続―規則 スピート行事競技     許可証 (2016年国内Btt L)を所持していること.

開催規7t及 0本 競■会特別l規貝1により準 ]内競技として開催される.       2前 年度の全 本選手権各部門

`ク

ラスlr上 ■認定された,― トドライバーは

第1条   大会名                                地方選手権 のヽ参加が認●られない。

2016句 AF関 東ダートトラ

`ア

ルll方 選手権第 9戦             3満 2o才 未満の競技運転者は、参加申iζ に際し親権者の承詰書をオガナイ

」MRC関東ダートトライア′レシリーズ                      ナーに提出tな け11はなた,な:、

■MRCオ ールスター選抜戦1                      第13条  参加お1限

コードナイトダートトライアル                       l l.__選 手は 1ク ラスのみの参加が許される.

7-~2条  競技種目                             2同 一車両ての (Wエントリ )2名 までの重複参力:を認みる.

JAF公認ダートトライアル                        3参 加青数は 120台を超えない事とする.

第3条  格式                              4ザ ービスカーの入場場Pl訂 ま制限される場合がある.

JAF公認準国内 競技組織許可番号                 5 sc及 びDtt llの 積載車は競技車を搬入後は指定の駐車場 二移動し

場4条   開催口                              なくて|,な らない場合がある.

2016119属 H日 (日 )                         ● N SA SAヽ 車両の結戦車搬入は 指定の駐市場までとする.

第5条   開催場所                           第14条  参加中込

モーターランド望rtt                           l tti本 は Fl定′)参 加申込書及びに両中告書に必要事項を記入 (全 角15文

長野 FF下 高丼郡野沢温泉村大学 tヶ巻 735番 地                学以上ノ,,名 及び不,直 切と判断された卓名は 軒1分的に削除して扱う)、

第6条  オーガナイザー                             署名捺 IP¢ ,う え参加料と共 二現全書留にて郵送すること

ラリーチーム ロートナイト                        2参 力「申込鴇tnは 9月 3口 (11)(必 着)までとする.

松本 ,「石芝 3-4-17(ヽ 表 宮 入 忠                 3参 ll申 込先

ラリーチーーノ、水占蕉                               〒399-0007 長野県I_本 市石芝3-4-17
長野市若里アー2 3 代表 IH J咤―                      ロードナィト(TEL 0263-26-2545)

宮入 忠  構帯電話 090-3108-9293
第7粂   大会組織委員会

組織委員長    塩 l・ 哲生                     4参 力1受理は参加受理書をく,つて通知する.

委  員   官入 忠                       5参 力J中 2、締‐Il後 の参加料は返却しない.

委  員   |1山 健 ―                         それ以前の場 合 手数十12000円 を差し引き返去「する.

第8条  審査委員会                            第 15条  参加FI

大会審査委員長  宮崎 秀樹(Rl■ よよ車)                 1‐ ントリー  15000■
大会審査委員   森  和■                    第 16条  タイムスケジェール

第9条   競技役員                             競技開始及びi彗 行は天候により変更される場合がある.

競  技  長  塩原 哲生                       ゲートォーラン     600■ m

高1競 技 長   内, 清友                      参加確認受付    6 10a mヽ 7 00a m

コース委員 長   中沢 ―車                      1ロ ォ前草検      6 20o m～ 7200m
計 時 委 員 長   宮崎 克巳                      ,ォ ーミ1ク アッフ走行    6 30a nl～ 7 40a n

技 術 委 員 長   中谷 考                  トラィバ スプリフィレク  7 50a lll～ 8 00a m

救 急 委 員 長   小林 康彦                   完 熟 歩 行     8 00a mヽ 8 50a lB

事 務 局 長   官人  忠                    第 1ヒ ト開始     9 00ain～
年 10条   参加車両                              完 熟 歩 行     第 1ヒー時冬F後 ,詢40分「・5

本競技 ■参加できる車両は、2016年 日本ジツ、カーナ /ダートトライ         第2ヒート開始     完熟歩行終 r約 10分 後

アル選手権規定に従った車両とする.                    表 章′式       第2■―卜終 r後 30分 後(予定)

需11粂  参カロ車両及びクラス区分                     ※タイムスケジュールは人候により時間、l・l容の変更をする場合がある

クラス

^分
は 20161■AF関東タートトアイア′し選手権区分に従う.       第 17条  車両検査

N1500&Pヽ 1 気筒容積 1500cc以 下の嚇 駆動のN車両で排ガス規市1        2016年 今日本ブ,、 カーナ/ダートクライアル選_F ttlvi― 規則第 10条 に従

が平成12年度以降の適 合車両 及ひ気筒容積 1600cc以 Fの        つ.

2輪駆動のPN車両とし AE車両を含む              第18条  車両変更

Pヽ2気筒容積 1600ccを 超える2輪駆動の PN車両の内 FIAr'JAF公 認発行     2016年 日本
'ム

カー十/ゲートタライアル選手権規定第 25条に従う.

年または JAF登録年か 2012年 1月 l日 以降の車両         第19条  車番←ビッケン)

N12輪 駆 fllの N車両及び 気筒容積 ll10cc ll下 の411n‐ 駆動のヽ車両      1参 加車両|ま 競技開催中はオーガナイザーの指定車番を競技車両の画仰

N2気 筒容積 1600crを 超える輪 駆動のN車両                  面に,占(1しなくてはなt,な い.

S12輪駆動のSA、 S■ごく SC車両                        又車番は本規印J第 20■ (み 3を除きスタート順を示十t,の とする.

S24輪駆動のSA SAヽ、SC車両                    2競 技中に
・
r可なくゼッケンを外す事は認められない。

D 気筒 ..積 およtl駆動方式に制限無tの ll車 両               3雨 天 |キ などの場合、スタート時 こ車番が読み取なるように対策を施すこと、

※  '凸 給機付き車両の排気量は全クラスともに 17倍換算と十る.         第20条  スタート

※  全ての車両は、JAFスピード車両規定に準した 6点式以上のロール′ヽ―の   1ス タート方法は、ランニングスタートとする.

装着を義務づ |ナ る                           2ス タート順は各クラスごとのセッケン順とする。こ″●■従わぬ場合 当該ヒ ■



の出十権和Iを 失うl,.rl:す る. 1位から3仁 |:JAFメ タ′し 主F糧者賞及び曰賞
3 スタートFT員 の指示がある場合 ゼッケン及びクラスに関l●

‐
なくスタートさせる      1位 から6位 二主催者賞及び日1賞

場合がある{再 スタート等 , (lHし 、対象者象は 当概クラス参力,受理者の 2分の1を越えない1)の と

第21粂  コース ■
~る

。)

1 全クラス同一′,コ ース設定で行うが 悪ヨンディンちンの場合はこ′)限 りこは  第3■ I― 競技車両の搬入及び移動

無い. ヽ SA SAX車 両は積載車でのバトック搬人を禁 |十在

2競技,:― スは競技会当Hの 発表を最終とする.                    (13茶 の6参照 )

3人候により競技会途中に散本する場合がある.こ の場合 よli llと して扱う.   第35条 受イJ 童検のIF.力 につい r

第22粂  計時 貴付 車検の制限時間に遅夕」した場合 i原則として出をできない.■
1 計測は競lt車両が最初のコントロールラインを横切った時に日月始し 最終コ       むを得十遅刻した事が認められた場合 再開手数料3000円を支払

ント7-ル ラインを横切った時に終了する 計側は1′ 100砂までと|る 。        わなくて|よならない,大 会運営 卜に支障をきたす時間であれば出た
2計時は 自動 .・根1器 と手動計測器を使用 自動計測器′,計 ,1結果を成績と       まできない.

■る.手動.I測器 |ま 万が―に自動計測器′)故障等力i発生した場合に限  第36条 本規則の解釈及び達反

つその計源1結 果を成績とするが その場合 i、 2個 以 巨を使用し その平    1 本特11規則及び競技 二十る諸規則
`)解

釈に疑義が生した場 合 競技
||タ イムを成績とする.                             会審査委員会のl●定を最終七→る.

第23条  信号合図                             2 本特,1規 Hlの違反 二対→る罰貝1は 競技会審査委員会の決定■最終

2016年 曰本
'ム

カーナ/ダ ートトライアル選手権規定第 21条に従う.         とする.

第24条  順位の決定                          第37条 本規印の施行及び記載されていない事項

2016年 日本
'ノ

、カーナ/ダ ートトライア′レ選手権規定第 30条に従う.      ] 本特男1規 則は 本競技に適用されるが 参加申込・・ 受付け開始と同lt

第25条  1資熟■行                                 ■有効になる.

天候等の理由によリイTわない場合もあるが 慣熱歩行は行なう.         2 本特り,規則書に記識されていない事項に関してtl′ Fヽ国 内競技規則

第26条  失l●                                 に準拠する.

l参加青及ひ競技者は 競技中に飲酒をした場合いかなる事情があっても失    3 本特別1,則1書 71発 行後に生した重要事項11関 して|ま 、公Tt迪 知を発

格とする.(酒酔い状態、程度は間わない。)                  行t´ 補足→る1)の と■る.

2大会役員及び競技役員の重要な指4ヽ に従わな l・つた場合及び車検IL否等  第38条 権FRの委譲

競技進行を妨:すた場 合☆失格とする,                    競技大会においては 一部の競技役員は競技長及びコース 計時 技術

第27条 ペナルティー                              71各 委員長の役務と権Fltt7,譲を受けることが出来る.

1スタート合図後速や考1[ス タートしないt17合 及び反卸いタートの場合 走行

タイムに5f少 を力l筆 ¬る.

2ミスコース及び、走行中他者 (ォフィシャルを含む)からl‐ Fluを 得た場合 当                             大会・E織委員会

該ヒートのたイ|を 無効とする.

3信号合図を無視した場合は当該ヒートを無効と■る場合がちる.

4コ ース上の指定されたパイロンの接触、移動、転倒と判定された場合 ヶ所

について5秒を走行タイムに加算する

第28条 抗議

201`年 全 日本,ムカーナ ダートトライアル選手権続―規卿1第 25条 に

'(う.

第29条  抗議の制限時間

l技術委員の決定に対する抗議は、決定直後に提出しな すればならない.

2競技 L「 77過 失又li反 印1に対する抗議は その競技終了後30分以内とす

る.

3競技の成績に関する抗議は その管定結果発表後30分 以■とする.

4その他の抗.|の 時間市1限 についても JAF国内続技規則による.

第30条  損害の補償

1参加者及び競技運転者 |ま 参加車両及びその付属群1が破損、紛失、盗難

等の場合 理由の如何に問わず 責任は各自がおわな||れ ばならない。

2参 加者 競技運転者、へ′ιバー (サ ービス員含tl)ゲ ストヽAF及 びオー

ガナイザー 大会役員 競技会役員が一切の損害補償の責任を免除され

てtヽる事を了承していた すればならない.

則ら、大会役員 競技会役員がその役務に最善をヽく|こと|ま 当然である

かもしその役務,を 行 ■よつて起きた損害であつてt,参 加き、競技蓮義i者

ヘルバー (サービス員含●)、 ゲスト 観象幌 客,大会問係者の死亡 負

傷、車rl損 害に対して ま―り,の損害補償を負わないものとする.

第31条 競技会の成立 延期 中止 短縮

2016年 日本
'2、

カーナ′′―トトライア′,選手権規定第 31条にlfう。

第32条 参加者及び競技運転者の連守事項

2016年 日本
'ム

カーナ/ダートトライアル選手権規 /1第 33条 に従う.

第33条  貰典

各クラス


